
 

第３回 長沼町生涯学習推進計画策定委員会 概 要 

日 時 令和７年２月２０日（木） 午後６時００分～６時３０分 

場 所 役場 ３階第１・２会議室 

出席委員 黒田泰明委員長、長井修副委員長、望月良典委員、青木広明委員、 

服部まゆみ委員、安宅信太朗委員、竹内みのり委員、吉本敏江委員、 

市東保子委員、藤川和信委員、山下光雄委員、脇坂淳委員、 

真田隆弘委員、秋葉容子委員、森下由美子委員、東山哲智委員 

欠席委員 窪田浩季委員、冨澤正義委員、山本克幸委員 

事務局 社会教育課 渡部課長、高野館長、朝田所長、宮本補佐、浮島係長、 

鎌田主事 

学校教育課 中原課長 

傍聴者 な し 

議 題 １ 開 会 

２ 議 事 

 (1) パブリックコメントの結果について 

 (2) 今後の予定について 

３ 閉 会 

 



 

会議録 

１ 開 会 

  委員１９名中１６名出席 

  委員の過半数が出席していることにより会議が成立していることを報告 

２ 議 事 

 (1) パブリックコメントの結果について（事務局より説明） 

  ・Ａ委員～「努めます」を「図ります」に修正したことは良いことだと思う。「努め

ます」だと目標がはっきりしない。「図ります」だとそこに向かって事が進んで

いくものと感じるので良いと思う。 

  ・Ｂ委員～パブリックコメントが２名の方から３番以降がほとんど一人の方からと

いう内容ですので、広く進めていく中で分母が少なすぎる内容なのかなと。個

人の人の意見が反映されやすい計画だと思うので、極端にこっちによせる必要

はなくもっと周知して皆さんから上がってきたような意見を周知する必要があ

るのではないかという風に思う。 

  ・委員長～皆さんということは会議の中でということでよろしいか。（はい） 

     パブリックコメントを踏まえてＢ委員の意見だと思うが、お集まりいただい

た皆さんから意見を伺いたいと思いますが、いかがでしょうか。 

  ・Ｃ委員～キッズ版の要望はあったが、キッズ版という風にしなくてももう少しわ

かりやすい表現、言葉でも良かったのかと思う。例えば学校関係者の用語が使

われている、子どもが主語という言葉が分かりづらい。確かにわかりづらいと

思いますので、子どもが主語という言葉は通常使わないので、このあたりをも

う少し子どもが主体や子どもが中心という言葉など簡単な言葉に置き替えて本

編もわかりやすい言葉を使った方が良かったのではないかとその点に気づかな

かった私も反省しているが、今後の課題だと思う。 

  ・Ｄ委員～今の子ども達の主体の主語という言葉に対しても私が何故主語という言

葉を使うのか疑問があり、意見を出す機会があった時に答えとして行政の中で

の言葉の使い方との回答だったと思います。主体とかという言葉の方がわかり

やすいのではないかと感じましたが、そういうことでは納得した。変えられる

のであればわかりやすい言葉に変えたほうが良いのではないかと思う。 

  ・事務局～大変申し訳ございませんが、先ほど言った上位計画の長沼町総合振興計

画の方にも一人一人の子どもが主語となっており、また例年３月の議会の教育

行政執行方針といって、教育長が答弁するものも主語という言葉を使っており

ますので、できましたら今回は主語という言葉をそのまま使わせていただきた

い。万人にわかる言葉が中心や子どもが主体という事ですが、次の生涯学習推

進計画の大元で協議したいと思いますので、今回は他の計画の絡みもあるので

そのままでお願いします。 

  ・委員長～事務局の説明どおり、関連のある今の基本計画があるのでご理解いただ

きたいと説明がありましたので、委員の皆さんもご理解いただいた上で今後の



変更も事務局が検討していただけるとういう事ですので、ご理解いただきたい

という事に落ち着きたいと思いますので宜しくお願いします。 

  ・パブリックコメントの結果について～承認 

 (2) 今後の予定について（事務局より説明） 

  ・Ａ委員～策定委員会も今日で終わると思う。この後期計画については、確定した

段階からできるものから進めていただきたい。今後の為になるので、出来るだ

け成果のある形で担当課あるいは関係者で行って頂きたいと思います。もう一

つ要望ですがよろしいでしょうか。私は心配性なので要望という形でお願いし

たいのですが、１２月の議会や新聞で月形の関係もありますが、小中一貫義務

教育の関係で月形は財政難が厳しいということで停止。新聞紙上でも長沼も管

内では２０年以上経ったら消滅の市町村の可能性のある市町村ということでご

存じかと思います。北海道の１７０いくつの市町村の内１１７の市町村の市町

が消滅する可能性が大きいということで新聞紙に載っている。人口が厳しくな

っていく。小中義務教育一貫校の担当課も将来性を考えて進めているかと思い

ます。子どもたちにしても恐らく２０年過ぎたら３００人ちょっとくらいにな

ると思う。１４歳以下で。そうすると４月からの６歳から計算したとしても一

クラス一学年３０人ならない場合になる。そうすると学校が今は長沼高校も３

０数名であり、一学年一クラス３０人足らずで、そんな形がどこの市町村にも

なり、都会は別としてこのような過疎地域化ではっきり言って現実的に目に見

える。そういった中での取組について一層の努力をしていただきたいと思いま

すし、将来性もきちんと考えていただきたい。人口が減るという事と義務教育

一貫校については専門性、特殊性があると思う。教員の質も絡んでくると思う。

果して小学校、中学校生徒全体をきちんと把握し指導し管理できる体制を先生

方がどれくらい義務教育一貫校の中で出来るのか。今まで小学校、中学校別々

だったが、そういった中でスタートから始まらないと問題がおきるのではない

か。スタート前はあくまでもかいだということで経過を見ないとわからないで

はなくスタートと同時にある程度の実効性のあるものにしていかないとまずい

のではないかと思う。スタートだからまだ良いのではなく想定外の事が起きた

ら仕方ないではないのではないような形で行って頂きたい。施設などのインフ

ラ整備が全国でも行っているが、特に埼玉県の矢代市みたいな都会なので陥没

的なものはないかもしれないが、長沼の場合は長幌上水道で南幌とやっている

水道関係、全町網羅している。石狩東部地震の断層地帯に入っている。万が一

という事があります。そうすると水道管は４０年以上経っているので一発でダ

メになる。インフラ整備はこれからどんどん進んでいくが、それに相当なお金

がかかる。そういった中で水道、下水道、公共施設、道路、排水機場も絡んで

くる。そういった物が全部これから負担になってきます。月形の関係も財政が

厳しいという事で厳しいから出来ないという事を言われない形で町民の方の負

担にならない施政として歩んでいただきたいと思う。私の所に色々と情報が入

ってくるので、長沼町もすきっとうまくやっていただければと思う。 



  ・今後の予定について～承認 

３ 閉 会 

 


